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  緒言 「やぶなべ」のアーカイブ構想 やぶなべ会会長　室 谷 洋 司

　「やぶなべ」とは改めて言うまでもないが、青森県立青森高等学校生物部の機関誌（部誌）であ

る。昭和２７（１９５２）年８月に、それまで卒業したＯＢと在校生たちが“生き物の探究”を共通のテーマ

に互いに交流しながら、なおかつ親睦をも深めようと「やぶなべ会」を組織した。１年に１回、夏場に総

会という名の会合をもち、このほかにも一般市民に正しい生物理解をと展示会などさまざまな催しを

行ってきた。会の結成からほどなくして生物部の１年の成果を発表する「やぶなべ」（創刊号は「藪な

べ」）を発行した。昭和２９（１９５４）年１２月のことで、この機関誌は年々充実し在校生は先輩たちに負

けじと、調査研究の成果をこれに花

咲かせてきた。

　時は移り受験勉強一辺倒の社会

の動きは、残念ながら生物部活動の

休止を余儀なくされ、昭和６３（１９８８）

年７月発行の第３０号の発行をもって

途絶えている。創刊号から第３０号ま

での発行の流れは表１のようである。

去年の暮れから今年の正月にかけ

て、これら一気に目を通して見た。総

頁数は約２３００頁で、一言で表現す

るとしたら、次のようになる。

　「青森高校生物部は、１９５０年代か

ら３０年余にわたって、のべ８００名以上

の著者によりその活動成果を機関誌

「やぶなべ」に記録してきた。その内容

は環境変化が激変する昨今、およそ

半世紀をさかのぼる、それぞれの時代

を記録した貴重な財産と言える。」

今に活きる「やぶなべ」の価値

　１年に１冊発行の「やぶなべ」の内

容は、おおよそ「巻頭言」「野外調査」

「実験」「活動報告」「採集記・紀行

文」「部員・顧問名簿」となっている。

それに関わった方々にはかけがえの

ないメモリーであろう。一方、その調

査記録は公共に対して大きな貢献が

秘められ、「野外調査」などのデータ

1

[表１] 部誌「やぶなべ」の発行経過

号数 発行年度 発行年月 頁数 備　考

1 1954 1954 年 12 月 13

2 1956 1956 年 11 月 34

3 1957 1957 年 11 月 69

4 1958 1958 年 12 月 75 夏期調査・蔦、赤沼

5 1959 1959 年 12 月 92 夏期調査・蔦沼

6 1960 1960 年 12 月 65 夏期調査・蔦沼

7 1961 1961 年 12 月 72 夏期調査・蔦沼

8 1962 1962 年 12 月 72 夏期調査・蔦沼

9 1963 1963 年 12 月 55 夏期調査・蔦、赤沼

10 1964 1964 年 12 月 61 夏期調査・蔦沼

11 1965 1965 年 12 月 64 夏期調査・十二湖

12 1966 1966 年 12 月 62 夏期調査・蔦沼

13 1967 1967 年 12 月 72 夏期調査・十二湖

14 1968 1968 年 12 月 74 夏期調査・十二湖

15 1969 1969 年 12 月 94 夏期調査・蔦沼

16 1970 1971 年 1 月 78 夏期調査・十二湖

17 1971 1971 年 12 月 105 夏期調査・蔦沼

18 1972 1972 年 12 月 64 夏期調査・蔦沼

19 1973 1974 年 1 月 69 夏期調査・野内川

20 1974 1975 年?月 96 夏期調査・野内川

21 1975 1976 年 3 月 60 夏期調査・野内川

22 1976 1977 年 11 月 134 夏期調査・野内川

別冊１ 1976 ?年?月 39 随筆集、頁数無記載

23 1977 1978 年 11 月 108 夏期調査・野内川

別冊２ 1977 ?年?月 33 随筆集、頁数無記載

24/25 78/79 1980 年 10 月 58 夏期調査・野内川

別冊３ 1981 1982 年 2 月 19 掲載記事目録

26 1982 1982 年 12 月 110 夏期調査・野内川

27 1983 1984 年 3 月 102 夏期調査・野内川、グダリ沼

28 1984 1985 年 3 月 71 夏期調査・グダリ沼

29 1985 1986 年 3 月 78 夏期調査・グダリ沼

30 1987 1988 年 7 月 72 夏期調査・グダリ沼
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がその好例と言える。

　具体的に言うと、生物部ではその時々にテーマを設けて集中調

査を行った。八甲田山蔦、西津軽郡十二湖、青森市野内川、田代

高原グダリ沼などで動物、植物、昆虫などの各班に分かれ、それぞ

れが数年間の継続調査であった。結果はその年度の「やぶなべ」に

余すところなく報告文としてまとめられた（表の備考欄参照）。

　近年の自然界を見て声高に言われることは「生物多様性の喪

失」と「地球温暖化の影響」であろう。ところがこれらを正確に検証

するには過去のデータが不可欠で、これに雄弁に対応してくれる

のが“やぶなべ・データ”である。青森県ではここ数年の間に「青

森県の希少な野生生物」（通称「青森県ＲＤＢ」、２０００）とか「青森

県史・自然編生物」（２００３）がまとめられ、ＲＤＢについてはその後

も見直し作業が行われているが、これらの執筆に関わった専門家

から「やぶなべ」を参照したいと言う申し出が相次いだ。

　さらに、ことし３月に「青森市史・自然編」が完成したが、この執筆

陣に「やぶなべ会」の顧問・会員５人が加わっている。その１人、小山

内孝氏は「市史で生物部門を担当したが、生物相の年次的な推移

を的確に捉えるために、『やぶなべ』をフルに活用しました。これは

データの宝庫です」と話してくれた。

アーカイブ化の構想

　「やぶなべ」の重要性について、いち早く着目し散逸しないよう

に全冊を合本したのが前会長の蝦名憲氏である（「やぶなべ会

報」第１３号参照）。合本は会事務局保管分のほかに母校・青森高

校に寄贈した。これをさらに発展させて、会員であれば誰でも気軽

に読むことができ、さらに上記に述べた資料性の高いものについ

て広く一般が活用できるようにするにはどのようにしたら良いの

か、折々の役員会で話題にしてきた。

　ＩＴ時代の恩恵を存分に活用すべきである。本誌「やぶなべ会報」

第２６号のＣＤ－Ｒ版から、「やぶなべ」各号を数冊ずつ収録して会員

あまねく閲覧できるようにしよう、ということになった。１回に４～５号

分を入れ込んだとして３０号までだからＣＤ－Ｒ版６～７回分を要す

る。創刊号から順次収録すると若い代の会員を相当待たせなけれ

ばならない。それでは公平に行き渡るように“さみだれ式”に収録・

配布したらどうかと言うことになり、そのようにすることにした。

　いまひとつは、「やぶなべ会」ホームページから、どなたでも閲覧

できるアーカイブ化の構想で、これには資料性の高い調査報告を対象として進める予定である。個

人情報管理が云々されている時代である。したがって、役員会で十分な検討を加えながら進めていき

たいと思う。　 　（２００９．０５．３０）
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[図１] やぶなべ第１号表紙

[図２] 第１５号表紙

[図３] 第３０号表紙


